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球

鮮

十
六
魯

齢

l
批

四
八

本
邦
賓
用
鋳
物
の
分
布
及
び
鋸
産
に
裁
て

石

J

成

章

.

本
邦
は
世
界
最
大
の
太
枠
と
大
陸
と
の
境
界
地
域
に

花
形
状
を
為
し
イ
羅
列
碁
和
せ
る
群
島
で
'
頗
る
地
質

の
鍵
化
は
富
み
､
古
凍
鴎
多
の
激
甚
在
る
地
殻
大
慶
動

を
綴
､
加
之
多
種
多
様
の
火
成
岩
が
侵
入
又
は
噴
出
し

地
震
や
火
山
の
活
動
最
も
頻
繁
在
る
畷
太
平
群
地
域
の

一
部
を
構
成
し
て
居
る
0
総
て
錬
物
の
種
類
に
富
み
約

二
育
種
以
上
が
既
に
知
ら
れ

て居
る
rJ
と
は
､
欧
米
諮

問
に
対
比
し
優
は
誇
る
ほ
足
る
が
､
錬
床
が
狭
小
で
鉱

物
の
棚
減
畳
ほ
於
で
多
大
を
も
の
の
無

い
の
は
､
元
凍

地
域
が
狭
小
な
る
上
は
地
盤
の
頻
動
を
受
け
た
事
が
激

甚
で
あ
る
か
ら
是
非
も
無
い
｡

前
記
約
二
百
種
の
錬
物
中
に
は
欧
米
諮
問
に
稀
少
夜

も
の
も
あ
-
､
叉
本
邦
に
於
て
初
め
て
教
見
せ
ら
れ
た

新
鋭
物
も
あ
る
｡

鬼
等
の
錬
物
と
岩
石
､
地
質
と
の
関
係
を
据
膳
す
れ

ば
(
1
)
火
成
岩
中
に
合

分
を
為
せ
る
も
の
､
(
二
)鼻
質

岩
及
び
水
成
岩
中
は
産
す
る
も
の
'
(
≡
)成
層
岩
中
は

交
代
錬
床
を
馬
せ
る
79
の
､
(
四
)鋸
脈
中
に
雌
胎
せ
る

も
の
､
(
五
)胸
接
鼻
貿
鍍
床
を
為
せ
る
も
の
､
(
六
)組

泉
叉
は
噴
気
洞
は
於
で
生
成
せ
る
79
の
(
七
)漂
砂
錬
床

を
点
せ
る
も
の
｡
(
A
)鋸
層
状
の
79
の
'
(
九
)蘭
数
'

鋸
塊
､
鋸
巣
等
の
鋳

床
を
為
せ
る
も
の
等
､
其
産
出
状

態
は
頗
る
多
種
多
様
で
あ
る
.

今
本
邦
慶
安
用
鋸
物
中
鋸
業
の
目
的
物
と
し
て
､
鮭

酒
上
敢
79
蚤
要
在
る
も
の
に
就
き
､
基
地
班
的
分
布
と

産
出
状
態
と
を
暑
叙
す
れ
ば
.

金

紙

昭
和
四
年
は
於
で
金
の
産
額
の
最
も
多
か

っ
た
の
は
大
分
僻
で
'茨
城
豚
が
之
は
次
ぎ
鹿
児
島
牌
､

北
見
固
.
愛
媛
願
､香
川
櫛
'
秋
田
腺
､
新
潟
腰
'
後
志

図
の
順
序
で
あ
る
､
大
分
膳
の
産
額
の
多

い
の
は
､
佐



督
摘
果
煉
所
と
鯛
蔑
東
山
の
あ
る
馬
で
あ
る
が
､
佐
賀

陶
製
煉
朗
は
各
地
所
産
の
貌
石
を
基
め
て
製
妹
に
附
し

ttJ
屠
る
の
で
あ
っ

て､
大
分
腫
馬
上
鋸

山の
錬
石
は
英

一
小
部
分
は
過
ぎ

氾'茨
城
順
に
は
日
立
鰻
山
が
あ
-
1

庇
見
島
堀
に
は
三
非
串
木
野
､
山
ケ
野
等
の
主
観

出
が

あ
-
､
北
見
問
に
は
鴻

ノ
蝕
及
び
昭
和
鮎
川
'
愛
媛
堀

に
は
別
子
貌
山
､
香
川
腺
に
は
直
島
楽
焼
所
'
秋
田
煤

に
は
小
坂
､
尾
去
樺
､
八
感
の
諸
蔚
山
､
新
潟
層
に
は

佐
波
鋸
山
'
後
志
問
に
は
閣
富
並
は
轟
鋸
山
が
あ
る
｡

以
上
金
鉱
の
旭
川
的
分
布
を
概
括
す
れ
ば
'
北
海
道
の

北
部
と
両
部
も
本
州
の
北
部
と
中
部
､
四
囲
の
西
部
､
九

州
の
中
部
と
南
郷
と
は
合
金
錬
床
が
分
布
し

て居
る
'

地
質
は
第
三
紀
層
叉
は
新
火
山
岩
が
多
-
'

錬成
は
是

正
貌
脈
が
政
も
普
通
で
'
大
分
､
先
見
島
.
新
潟
の
諾

騒
及
び
後
志
岡
の
金
額
床
は
皆
貌
脈
で
あ
る
'
日
立
､

別
子
渚
鉱
山
の
騎
床
は
結
晶
片
岩
叉
は
古
生
暦
中
の
層

状
交
代
翫
床
で
小
坂
､
椿
'
安
部
城
等
の
錬
山
は
袋
物

交
代
錬
成
で
あ
る
.

朝
鮮
の
金
鋸
は
厩
-
各
道
に
分
布
し
て
居
る
が
､
主

要
在
の
は
平
安
北
鑑
､
糞
海
道
と
忠
情
宙
造
と
で
.
雲

本
邦
出
川
動
物

の
分
祁
及

び
銀
牌
に
裁

て

山
､
貰
城
､
遮
安
等
の
頻
出
が
あ
-
'
地
質
は
花
園
岩

又
は
片
麻
岩
で
､
鋸
床
は
鋸
脈
が
薫
も
多
-
又
砂
金
も

あ
る
○

毒
轡
は
北
部
の
金
瓜
石
､
瑞
労
の
二
錬
山
か
ら
主
に

金
を
産
出
す
る
｡
地
質
は
第
三
紀
層
と
安
山
岩
で
'
鋸

床
は
魂
脈
が
主
で
あ
る
｡

線
鋸

本
邦
銀
の
産
報
は
昭
利
四
年
は
於
で
央
張
大

分
膳
が
第

一
で
'
香
川
'
茨
城
､
秋
田
､
愛
媛
'
栃
木

岐
阜
､
後
志
の
順
序
で
あ
る
｡
銀
鋸
は
金
騎
'
銅
餌
叉

は
鉛
､
並
鎗
粥
に
仲
随
す
る
も
の
で
､
其
分
布
は
大
腰

に
於

で金
鋸
と
同
様
で
あ
る
｡
栃
木
豚
は
足
尾
､
.岐
阜

願
は

糾問
鋸
･;
か
･-C
銀
生
産
す
る
'
足
尾
の
銀
は
銅
盤

の
副
産
物
で
､
醐
岡
の
銀
は
紛
､
正
鈴
蘭
は
件
隠
し
て

居
る
｡
本
邦
は
於
で
現
時
猫
立
の
銀
盤
山
は
無

い
｡

鋼
鋳

鋼
鶴
は
本
邦
金
属
鉱
物
中
最
も
蚤
要
在
も
の

で
北
は
北
海
道
か
ら
本
州
､
四
囲
､
九
州
は
康
-
分
布

し
､
共
産
鶴
も
亦
多

い
が
朝
鮮
養
潜
に
は
少
を

い
｡

銅
の
産
衛
は
昭
利
四
年
は
於
で
各
肝
腸
申
秋
田
腺
が

第

一
で
'
愛
媛
が
第
二
㌧
栃
木
が
第
三
､
大
分
が
第
四

茨
城
が
第
五
､
香
川
が
第
六
､
石
川
が
欝
七
､
宮
崎
が

究

四
九



地

球

鮮
十
六
容

第
八
で
あ
る
｡
歌
四
駆
に
は
小
坂
､
尾
去
韓
､
荒
川
'

入
盛
'
阿
仁
の
渚
館
山
が
あ
か
､
愛
媛
に
は
別
子
､
栃

木
に
は
足
尾
'
大
介
に
は
佐
賀
銅
製
煉
所
'
茨
城
に
は

日
立
'
香
川
に
は
.
直
島
製
煉
所
､
石
川
に
は
尾
小
屋
､

宮
臓
に
は
横
峰
の
諾
鉱
山
が
あ
る
｡

銅
盤
床
の
分
布
は
p
先
づ
南
北
日
本
の
外
昔
に
は
茨

城
層
の
日
立
鶴
川
か
ら
静
岡
嚇
久
叔
p
和
歌
山
嚇
飯
盛
'

愛
娘
堀
刺
子
､
耳
順
膳
棋
峰
等
の
諸
鋪
山
を
経
て
逮
-

ア
マ･-

奄
美
大
島
'
徳
之
島
に
至
る
間
､
糟
状
を
為
し
て
断
潰

し
､
結
晶
片
岩
系
叉
は
京
銀
暦
中

に
樹
状
又
は
福
豆
状

を
為
し
て
介
在
せ
る
含
銅
硫
化
政
鋳
床
が
あ
ら
'
中
郡

に
は
栃
木
腺
足
尾
､
岡
山
順
吉
岡
､島
根
腰
徒

ケ
谷
､
山

口
堰
長
登
p
太
田
渚
錬
山
に
於
け
る
如
き
古
庄
暦
又
は

妨
三
配
暦
中
は
鋸
脈
又
は
相
接
慶
賀
裸
床
が
各
地
は
賦

廷
L
p
内
灘
に
は
秋
田
堀
安
部
城
'
棒
､
小
坂
等
の
如

q
J薫
物
鯨
床
が
多
-
又
同
嚇
尾
去
滞
'
荒
川
､
入
盛
､

阿
仁
､
山
形
賑
永
松
､
新
潟
嘱
佐
渡
､
石
川
嚇
尾
小
屋

兵
庫
膳
生
野
等
譜
鋭
川
の
如
き
第
三
紀
層
中
の
騎
脈
も

班
-
分
布
し
て
屠
る
｡

本
邦
は
蝕
の
資
源
に
乏
し
-
､
稼
行
吸
出
は

解

]
距

d

O

五
〇

岩
手
聯
釜
石
と
脇
撮
の
倶
知
安
が
あ
る
の
み
で
'
中
開

地
方
に
於
で
古
凍
養
-
採
取
し
凍
?
hN
砂
鉄
は
近
年
休

業
し
.岩
手
嘱
久
慈
p
八
月
附
近
の
砂
蛾
は
柑
精
煉
試
戯

中
で
あ
る
､
製
概
の
原
料
は
主
と
し
て
朝
鮮
'
支
那
大

治
､渇
水
',rh
ヨ
ホ
ー
ル
等
か
ら
の
輸
入
に
仰

い
で
居
る
､

朝
鮮
に
は
相
皆
は
蛾
の
資
源
が
あ
-
p
黄
海
道
に
は
戟

轟
､
股
栗
.
三
菱
下
盤
､
黄
陽
､
平
安
覇
道
に
は
俳
川
､

威
鋸
南
道
に
は
利
原
等
の
地
山
が
あ
っ
て
漸
次
聴
達
し

年
々
内
地
へ
の
職
餌
の
移
入
が
増
加
す
る
｡

釜
石
鋪
山
の
鋸
床
は
菅
生
暦
と
花
耐
岩
と
の
梱
接
担

質
は
因
る
塊
状
の
鰻
床
で
､
倶
知
安
叡
山
の
鋸
床
は
東

泉
か
ら
沈
澱
し
た
も
の
で
あ
る
､
朝
鮮
の
蛾
錬
床
は
鋭

暦
状
の
も
の
が
主
で
'
火
成
糠
床
や
偶
按
軽
質
餌
床
も

あ
る
｡
伊
川
､
散
楽
取
出
は
石
灰
岩
を
交
代
し
た
赤
蝕

髄
､
禍
城
鋸
の
層
状
頻
尿
で
､
利
原
城
川
は
就
岩
に
介

在
せ
る
赤
地
鮎
の
層
状
視
床
で
あ
る
､
荷
威
鋸
南
北
道

や
忠
情
南
北
道
に
は
､
砕
碧
や
片
岩
の
ー間
は
層
状
を
為

せ
る
磁
銭
雛
が
賦
春
す
る
｡

石
炭
鍍

本
邦
石
炭
鋸
の
分
布
は
願
る
戯
-
､
其
試

掘
若
-
は
採
掘
鋸
底
を
金
魚
有
せ
ざ
る
府
堀
は
殆
ル
ビ



無

い
､
産
徹
の
敢
も
多

い
の
は
福
岡
膳
で
本
邦
線
度
鶴

の
約
六
制
を
塵
出
し
筑
豊
炭
田
が
最
も
重
要
で
あ
る
､

第
二
は
石
狩
炭
_
p
節
三
は
長
臓
嘱
､
第
四
は
両
島
牒

節
玉
は
山
口
騒
､
第
六
は
佐
賀
膳
､
節
七
味
釧
路
閣
'

第
八
は
茨
城
櫛
で
あ
る
､
長
崎
膳
に
は
海
岸
並
は
島
峡

こシヅ
ノキ

に
西

彼

杵

北
枚
浦
炭
田
が
あ
え
澗
島
膳
､
茨
城
塀
に
は

常
磐
炭
田
p
山
口
幌
に
は
宇
部
炭
田
'
大
嶺
炭
田
.
佐

蟹
膳
に
は
唐
津
汲
附
が
あ
る
'
大
嶺
炭
田
(
三
塵
紀
暦
)

の
他
､
前
記
の
譜
炭
田
は
何
れ
も
節
三
紀
で
'
始
新
世

か
ら
中
新
世
に
至
る
間
の
地
層
に
二
十
暦
乃
至
三
十
暦

内
外
の
石
炭
を
介
在
し
.
汲
肇
は
有
煙
炭
で
揮
敬
物
が

多

570

ナ
イ
プ
チ

苗
樺
太
に
は
第
三
紀
の

内

淵

'

能
登
呂
､
両
炭
田
が

あ
ヵ
､
朝
鮮
に
は
平
安
南
道
は
石
炭
-
二
鼎
配
の
平
塊

炭
m
p
安
州
炭
田
が
あ
ら
､
威
北
に
は
姉
三
紀
の
鋸
城

炭
H
t
成
商
に
は
有
産
代
の
寵
塘
旦
炭
阿
､
慶
北
に
は

第
三
紀
の
遺
留
'
延
H
炭
田
.
京
畿
道
に
は
中
庄
代
の

大
明
放
任~
が
あ
る
p
古
生
代
､
中
産
代
の
石
炭
は
単
無

煙
炭
で
あ
る
が
'
其
他
は
何
れ
79
有
煙
炭
で
あ
る
｡

姦
糖
に
は
北
郷
姦
牝
附
進
に
姉
三
配
の
炭

田

が

あ

本
邦
･;:i=
川
蝕
物
の
分
布
及
び
銑
産
に
就
て

る
｡
埋
減
数
畳
は
北
海
道
､
本
州
､
九
州
､沖
縄
'義
輝
に

約
八
十
億
麓
'
樺
太
､
朝
鮮
に
約
二
十
億
砲
､
合
計
約

膏
億
蔵
と
推
算
せ
ら
れ
て
居
る
｡

石
油
鍍

石
油
は
南
樺
太
の
西
海
岸
か
ら
北
海
造
､

天
魔
'
石
狩
､
膿
振
､
渡
島
､
本
州
で
は
秋
田
'
山
形

新
潟
三
膳
の
日
本
海
岸
'
長
野
膳
絵
本
附
近
'
太
平
洋

サ
ガ
ヲ

岸
で
は
'
静
岡
膳
相

良

附

近
に
賦
布
L
t
中
間
､
四
囲

九
州
､
沖
縄
に
は
油
関
は
無

5'が
､
基
轡
に
は
四
周
の

低
地
に
其
兆
僕
が
あ
-
､
近
年
新
竹
州
内
の
試
掘
が
成

功
し
､
揖
錬
成
か
ら
原
油
'
朝
水
か
ら
東
新
が
盛
は
産

出
L
t
賂
衆
望
を
嘱
せ
ら
れ
て
居
る
｡

塵
取
の
最
も
多

い
の
は
新
潟
煤
で
新
津
､
高
町
､
西

寸
山
i.

山
.
刈
羽
'
大

面

､
兼
山
'
金
津
.
等
数
多
の
油
田
が

あ
-
.
第
二
は
秋
圧t
櫛
で
､
豊
川
､
旭
川
､
薫
州
､
道

川
､
由
利
の
諸
油
田
が
暴
々
南
北
に
餅
列
L
p
節
三
は

アツ
マ

北
振
道
で
石
狩
園
に
石
狩
油
田
､
臆
藻
は
厚

異

油
田
が

あ
る
'
地
異
は
全
部
第
三
紀
中
潮
銃
､
鹿

造
は
背
斜
暦

で
石
油
は
其
項
部
附
近
ほ
貯
溜
す
る
の
が
普
通
で
'
食

油
瀞
は
砂
岩
叉
は
凝
炭
質
砂
岩
が
多
-
､
油
贋
は
樺
太

北
侮
造
､
新
潟
膳
並
に
姦
轡
に
は
軽
質
の
も
の
が
多
く

望

五

一



地

球

妨
十
六
怨

節

.L
-2
.

空

五
ニ

嘱
秋
田
豚
産
は
概
し
て
来
賓
油
で
あ
る
｡

硫
黄
纏

本
邦
は
火
山
闘
で
あ
る
か
ら
P
硫
黄
僻
の

分
布
は
頗
る
班
-
'
北
は
北
淘
道
の
中
部
及
び
西
部
か

ら
P
本
州
の
北
部
､
中
部
を
経
て
九
州
に
瓦
か
､
千
島
､

鳥
海
..
那
須
､
富
士
'
阿
蘇
~
霧
島
等
の
各
火
山
帯
に

賦
春
L
t
姦
轡
は
大
屯
火
山
帯
は
あ
る
､
昭
和
四
年
に

於
で
産
鶴
の
最
も
多
か
つ
ね
の
は
岩
手
麻
で
'
第
二
は

膿
振
閲
､
第
三
は
群
腸
腺
､
第
四
は
両
島
膳
で
あ
る
｡

3
･./･L

毒
轡
北
投
附
近
か
ら
産
す
る
大
屯
硫
黄
は
燭
に
於
で
著

名
で
あ
る
｡

婁
之
本
邦
は
金
属
鮎
物
中
銭
の
資
棚
に

は
乏

し

5'

が
､
金
銀
鮎
､
並
は
銅
勘
は
分
布
頗
る
鹿
-
､数
百
年
前

か
ら
髄
業
を
絹
覆
し
､
今
後
の
礎
蓮
を
期
待
し
解
る
'

其
他
の
金
属
鋭
物
に
就
で
も
積
数
に
富
み
'
殆
ん
ど
金

-
故
知
す
る
も
の
は
鈍

い
と
謂

てよ
い
'
非
金
属
鮎
物

申
硫
黄
は
分
布
蛮
-
豊
富
で
あ

るが
､
石
炭
は
骨
炭
地

域
が
独
-
'
炭
層
は
概
し
て
薄
-
､
埋
減
炭
畳
は
豊
富

と
は
云
は
れ
な

い
'
石
油
の
資
源
も
亦
寡
少
で
近
年
事

業
不
振
で
あ
る
｡

錬

産

本
邦
鋸
業
は
維
新
以
凍
長
足
の
進
歩
を
接
げ
､
大
正

十
年
に
は
助
産
絶
慨
格
六
億
五
千
常
閲
は
連
し
た
が
､

其
後
焼
物
市
債
の
低
落
は
よ
わ
'
騎
物
の
数
畳
は
於
で

は
増
加
し
て
も
､
慣
顎
は
減
退
し
､
昭
和
四
年
は
放
て

は
約
四
億
園
で
､
鋸
産
物
の
貿
易
頻
は
輸
入
約
四
億

一

千
苗
圃
､
輸
出
は
約
四
千
六
百
苗
圃
､
前
年
よ
-
何
れ

も
精
々
増
加
し
た
'
今
主
要
鮎
産
物
年
額
を
鮎
種
別
に

し
て
表
示
す
れ
ば
左
の
過
少
で
あ
る
｡

昭
和
四
年
本
邦
(鵬
蛸
品

川
)鍍
産
鶴
及
び
債
倣
表

(本
邦

射
光
之
趨
勢
に
臓
る
)



昭
和
四
年
朝
鮮
鱗
産
精
嚢

昭
和
四
年
甫
樺
太
髄
産
微
衷

昭
和
四
年
基
幣
鋭
産
微
衷

本
邦
米
川
飲
物
の
分
布
及
び
助
産
に
就
て

昭
和
四
年
(
完

二
九
年
)
本
邦
(諸

州
)主
要
鉱
産
物

の
最
を
世
界
諸
閲
は
対
比
す
れ
ば
'
金
鉄
の
産
額
は
世

界
諮
問
中
第
八
位
､
銅
は
第
六
枚
'
銃
は
第
十
位
､
鋼

は
箪
十

｢
偉
､
石
塊
は
竺

ハ
位
､
石
油
は
節
十
五
位
､

硫
黄
は
第
三
位
で
あ
る
｡

金
の
産
街
に
於
て
は
世
界
譜
閥
に
冠
た
る
ト
ラ

ン
ス

三

五

三



地

球

節
十
六
春

..･>
ァ
-
ル
の
約
二
十
分
の
一
､
第
二
位
た
る
北
米
合
衆
閥

の
凹
分
の
一
鍋
は
過
ぎ
夜
い
｡
銀
は
世
界
第

一
位
た
る

メ
キ
シ
コ
の
約
二
十
分

一
､
第
二
位
た
る
北
米
各
東
園

の
十
分
の

一
に
及
ば
な

い
｡

本
邦
は
嘗
幕
府
時
代
以
凍
'
他
界
有
数
の
鹿
銅
樹
で

大
正
七
-
八
年
頃
迄
は
､
北
米
倉
衆
岡
に
次
ぎ
本
邦
の

銅
産
裾
が
世
界
諾
期
中
第
二
位
で
あ
っ
た
が
､
大
正
十

年
宙
米
朝
利
は
凌
報
せ
ら
れ
て
節
三
位
は
降
-
'
大
正

十
二
年
に
は
ア
フ
リ
カ
の
カ
タ

ン
ガ

に
第
三
位
を
譲

-
､
昭
和
三
年
に
は
英
領
加
奈
陀
ほ
凌
鶴
せ
ら
れ
､
翌

四
年
に
は
虹
に
メ
キ
･b
n
に
節
五
位
を
譲
-
て
第
六
位

に
降

っ
た
､
鷹
衛
は
年

々
増
加
し
っ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る

が
､
相
関
米
､
南
並
及
び
加
奈
陀
ほ
於
け
る
銅
鏡
業
の

急
劇
在
る
聴
展
は
及
ぼ
を

い
｡

本
邦
製
戯
鮎
業
は
銑
'
鋼
の
自
給
自
足
に
向
て
､
官

民
銑
意
努
力
の
効
果
顕
著
在
る
も
の
が
あ
-
､
崖
犠
逐

年
激
増
し
凍
㌔

年
患
額
銑
約

一
五
〇
雷
蔵
､鋼
約
二
〇
.

○
苗
漣
に
達
し
ね
が
､
荷
世
界
諮
問
中
首
位
を
占
ひ
る

北
米
倉
衆
問
の
産
萌
に
此
し
､
銃
は
約
三
十
分
の

1
､
㌧

鋼
は
二
十
分
の

一
に
及
ぼ
を

い
.
今
後
如
何
に
努
耳
す

節

1
班

茜

五
拘

る
も
'
米
f
燭
'
櫛
'

英
.
白
の
五
大
産
銀
閣
に
追
及

す
る
事
は
容
易
で
老

い
｡

本
邦
石
数
の
産
覇
は
ロ
シ
ア
及
び
チ
エ
ヅ
コ
ス
ロ
グ
ァ

キ
ア
を
凌
親
し
'
世
界
諮
問
中
第
六
位
に
上
っ
た
が
､

荷
首
位
た
る
北
米
倉
衆
図
度
鶴
の
約
十
四
分
の

二

第

二
位
た
る
鞠
泡
の
約
九
分
の

一
眼
は
過
ぎ
を

い
｡

本
邦
石
油
の
産
徹
は
甚
だ
僅
少
で
到
底
囲
内
の
需
要

を
充
す
に
足
ら
ず
'
年
々
光
岡
等
か
ら
多
額
の
輸
入
を

仰

い
で
居
る
､
産
額
は
欧
雁
巴
の
ガ
リ
シ
ア
や
新
進
の

ボ
ル
ネ
オ
の
三
分
の

一
弧
で
､
他
罪
の
首
位
は
あ
る
北

米
各

衆
図
の
四
宵
七
十
分
の
-Z
p
約
二
位
た
る
南
米
グ

エ
ネ
ズ
ェ
ラ
の
五
十
六
分
の

1I
は
過
ぎ
な

い
｡

硫
賓
の
崖
顎
に
於
で
､
本
邦
は
北
米
4
°東
園
'
伊
太

利
に
次
ぎ
世
界
第
三
位
で
あ
る
が
'
北
米
各

衆
閲
の
塵

租
は
此
し

約
三
十
分
の

1
､
伊
太
利
の
四
分

の

一
癖
は

過
ぎ
伯
｡

以
上
の
如

-
'
本
邦
主
要
鋸
産
額
を
顔
-
世
界
諮
問

托
封
此
し
氷

る
時
は
､
伺
甚
だ
発
露
の
観
を
免
れ
無

い

他
罪
五
大
図
の

一
た
る
資
力
を
発
雷
せ
ん
が
薦
め
に
は

今
後
必
死
の
奮
励
努
力
を
要
す
る
.



以
上
は
主
賓
触
産
物
は
就
d
Tu世
鼎
諮
問
と
封
此
し
て

本
邦
触
業
聴
連
の
概
況
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
'
更

に
本
邦
韮
婁
錬
山
に
就
き
昭
和
五
年
の
錬
産
額
を
通
観

す
る
に
○

金

金
産
敬
の
首
位
を
占
む
各
は
茨
城
腫
日
立
鋸
山

(
二
四
七
七
肝
)で
､大
分
櫛
佐
恕
陶
製
煉
朗
二
一四
三
二

節
)
之
に
次
ぎ
､
1第
三
は
同
牒
鯛
生
餌
山

(
一
〇
九
四

節
)､第
四
は
香
川
堀
直
島
製
煉
所
(
九
五
六
肝
)
､
第
五

は
庇
見
島
楳
三
井
解
木
野
鶴
山
(
九
二
-三
肝
)
'
第
六
は

愛
媛
嘱
別
子
東
山
(
八
九
〇
肝
)
､
箪
七
は
北
見
飼
鴻
ノ

舞
銀
山
(
八
四
九
肝
)､第
八
は
秋
田
櫛
小
坂
鉱
山
(
五
七

〇
肝
)p
第
九
は
新
潟
嘱
佐
渡
盤
山
〔
三
五

l
庇
)､第
十

は
鹿
見
島
嘱
山
ケ
野
鶴
山
(
一
五
三
肝
)'
第
十

一
は
後

志
開
園
雷
嚇
山
､第
十
二
は
栃
木
嘱
足
尾
髄
出
(
二
二
二
J

班
)
で
あ
る
｡

銀

銀
産
額
の
第

一
は
矢
張
日
立

(
二
五
'
二
〇
三

碇
)t
で
第
二
は
直
島
(
二
三
､七
九
六
放
)♪姉
三
は
別
子

二

九
p
二
五
四
肝
)
.第
四
は
佐
賀
関
(
l
入
'九
六
大
群

).
第
五
は
小
坂
(
一
五
p
l
八
〇
庇

)'第
六
は
足
尾

(
1

三
､
〇
五
五
肝
)､
第
七
は
酬
岡
(
八
､五
二
三

兜
)I,
第
八

本
邦
･粥
川
軸
物

の
分
布
及
び
銃
座
に
就
て

は
三
井
轟
水
野
(
六
.
1
1
八
軒
)､第
九
は
国
富
(
五
､
二

一
九
延
)､第
十
は
佐
波
鋸
･･･川
(
四
､
九
三
四
肝
)
で
あ
る
｡

鋼

銅
を
澱
も
多
-
度
し
た
め
は
足
尾
鉱
山
(
.L
四
､

〇
六
四
斑
)
で
第
二
は
佐
賀
関
(
二
一㌧
六
三
二
砲
)､

妨
三
は
別
子
(
一
二
四
九
〇
滴
)､
第
四
は
小
坂
(
九
､
九

四
六
施
)
､
第
五
は
日
立
(
八
､
五
四
大
蔵
)
､

第
六
は

蘭
島
(
六
､
七
〇
五
漣
)､
第
七
は
秋
田
聯
尾
去
棒
鋸
机

(
四
､
九
八
四
題
)､第
八
は
同
牌
八
盛
髄
山
(
二
､
二
〇

末
堪
)､第
九
は
同
雁
荒
川
東
山
(
一
､
八
五
六
漣
)､
第

十
は
石
川
膳
尾
小
屋
錬
山
'
第
十

一
は
耳
痛
櫛
棋
峰
焼

山
で
あ
る
｡

石
山甲

石
炭
の
産
敬
に
於
で
超
然

一
頭
地
を
按
け
る

は
爾
岡
煉
三
池
館
山
(
二
､
二
九
五
､
九
〇
八
地
)
で
､
節

二
は
同
嚇
大
之
捕
既
出
(
一
､
二
三
九
ー
八
九
〇
地
)
'
第

三
は
石
療
閣
夕
張
髄
山
二

二

九
〇
､五
二
〇
雅
)'
簾

田
は
葡
間
櫛
三
井
田
川
鉱
山

(
一
､
〇
四

二

八
七
九

7タ
セ

龍
)､
第
五
は
同
牒
二

滴

飯

山
(九
八

1
p
四
七
四
飽
)､

ウ
チガ
ウ

姉
六
は
両
島
豚

内

郷

鋸

山
(
八
九

一
､
二
三
三
池
).
節
七

.i)

.=･-

は
石
狩
閲
三
菱
美
唄
飯
山
(
八

一
八
､
一
八
〇
池
)､第
八

は
山
口
聯
坤
ノ
山
鮭
川
(
八

一
二
､
三
七
三
粒
)､第
九
は
.

豊

五

五



地

球

節
十
六
怨

長
橋
脱
胎
月
蝕
出
(
七
七
〇
､
六
二
八
馳
)'
第
十
は
石

狩
閲
三
井
砂
川
飯
山
(
六
三
三
.
八
四
八
地
)
で
あ
る
｡

柑
産
額
五
〇
寓
地
以
上
の
鉱
山
が
藤
岡
騒
絵
肘
､
三
井

†
･,一ヾ

山
野
､
飯
塚
､
佐
賀
順
杵
島
三
坑
､
禰
岡
腫
愚
問
の
玉

で
､
三
〇
酋
池
以
上
は
雁
岡
膳
申
鶴
､
忠
隈
を
塾
頭
と

し
て
十
六
焼
山
あ
る
｡

石
油

石
油
の
産
頻
は
新
潟
楳
西
山
油
田

(
一
､
〇

〇
二
'
三
〇
四
施
)
)が
断
然
他
に
卓
越
し
､
簡
二
は
同

ニイ
ツ

楳

新

津

油
m

(
四
八
八
､
〇
三
二
靖
)
し
､
第
三
は
秋

田
堀
豊
川
油
田
(
一
九
七
､
九
八
〇
靖
)
､
第
四
は
同
順オ
ホ

旭
川
油
田
(
山
八
二
㌧
四
二
五
靖
)
､
第
五
は
新
潟
願
大

オ
モ

面

油

m
(
一
八

1
､

一
七
七
帝
)､
窮
六
は
秋
田
膳
温
川

油
田
(
一
七
三
､
三
二
六
時
)､
箪
七
軌
同
聯
黒
川
油
田

(
〓
ハ
七
二

九

1
帝
)､
第
八
は
同
順
由
利
油
田

(
一
四

〟
.
〇
七
六
時
)､第
九
は
新
潟
棟
兼
山
油
田
(
∵
三
〇
.

九
E
I九
滞
)
で
あ
る
'
其
他
北
海
道
石
狩
､
厚
異
桐
油

朋
並
は
義
輝
油
川
の
産
頓
は
'
荷

一
〇
常
靖
は
達
し
を

い
.硫

黄

硫
黄
の
産
租
に
於
で
窮

1
は
岩
手
豚
松
尾
錬

-;
(
一
六
㌧
七
八
四
地
)
で
'
第
二
は
北
梅
遺
幌
別
館
山

節

l
既

票

五
六

(
一
三
㌧

八
'i
八
蒐
)'
第
三
は
両
島
煤
滑
尻
東
山
(
七
七

四
九
六
池
)p
第
四
は
群
馬
僻
小
轟
錬
川
(五
､
七
三
六

池
)､
第
五
は
同
職
膏
婁
磯
出
(
四
､
四
〇
二
瓶
)で
あ
る

兜
鬼
島
､
大
分
耐
膳
並
に
北
海
道
北
見
問
の
金
銀
鋸

を
除
け
ば
､
其
他
の
金
銀
銀
は
銅
鰻
は
件
随
す
る
か
又

は
各
所
よ
カ
の
買
擬
石
を
銅
鋸

と

共
に
自
熔

精

煉

(P
y
ritic
Sm
ettin
g
)
に
附
す
る
の
が
多

い
､
銅
鉱
と

同
じ
-

一
般
に
深
慮
に
下
る
ほ
従
で
品
位
が
低
下
し
'

稼
行
に
不
利
と
偽
る
が
､
鋼
.
鉛

､蕗
鈴
鰻
は
億
近
浮

遊
選
鋭
法
の
改
良
進
歩
は
因
む
､
雀
酒
的
ほ
､
精
髄
と

為
し
､
錬
業
を
糖
摸
し
て
居
る
､
今
後
も
漸
次
晶
伐
の

低
下
､
採
掘
の
困
難
は
免
れ
な
い
も
の
と
像
想
せ
ら
る

J
か
ら
t,.
鋸
業
を
有
利
は
導
-
薦
め
に
は
､
是
非
技
術

の
進
歩
に
待
た
ぬ
ば
な
ら
準
｡

石
炭
は
督
業
者
間
出
炭
制
服
協
定
の
為
め
産
鶴
の
槍

加
恩
は
t
か
ら
ざ
T?
･も
の
が
あ
-,L.P
嘉

潮
は
胤
知
の
資

源
漸
次
減
少
し
､
党
に
新
資
源
を
探
究
開
聴
す
る
は
非

れ
ば
､
賂
魂
の
事
業
費
展
を
望
み
難
い
.


